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ご挨拶
 館長・理事長　福原 孝明
小学校
中学校・高等学校

ご挨拶
館長・理事長　福原 孝明

　平成２８年度のスタート
　東京女学館では、４月７日に高等学
校１年生２３４名、８日に中学１年生
２５３名、そして１２日に小学校１年生
８０名の新入生を迎えて平成２８年度を
スタートさせました。今年は例年になく
桜の花が咲き続け、入学式、始業式を彩ってくれました。
　また、大学も、平成２８年度春セメスターを行い、次
の体制で、学生支援、大学運営を実施して参ります。
　　学生数　３名
　＜教務＞
　　任期付専任教員（新任）　３名　蘭　千壽教授、
　　山城屋　正満教授、羅　仁淑教授　
　　他、非常勤講師　５名
　＜事務＞

事務部署に変更はなく、専任職員７名、並びに
看護師１名（常勤）、
心理カウンセラー１名（週１日）にて運営。

創立１３０周年記念ロゴマークについて　
　東京女学館では、２０１８（平成３０）年に創立１３０
周年を迎えます。長い歴史と新しい一歩を記念して
２０１５年１２月〜２０１６年２月にかけて創立１３０周年を
記念するロゴマークを本校在学の児童・生徒及び卒業
生から募集しました。
　その結果、小学生では４年生から６年生の絵画クラ
ブの児童１２名と４年生１名の計１３名、中学校では１
年生１名、３年生１名、高校は三年生３名による作品
総数２２の応募がありました。中でも、高三の二人から
は２点、４点と複数の提案を戴きました。応募してくださっ
た児童・生徒の皆さんに厚く御礼申し上げます。
　その後、３月２６日（土）に石井智恵様（本校卒業生・
デザイナー）、友田ひろみ様（前リボンの会会長）、中

原道紀様（中高父母の会会長）、渡部さなえ中学校教
頭による選考委員会を開き、吉水智子さん（旧高三Ｄ）
の作品を選出しました。デザイナーの石井雄一郎様の
ご協力でデザインを更に洗練した形に仕上げて戴き次の
ロゴマークを決定しました。

　原案制作者ある吉水智子さんよりコメントを戴きました
ので、ここに紹介させていただきます。「私は今年の卒
業生です。６年間通った学校への感謝を込めて、記
念として応募してみようと思いました。私は青いリボンを
シンボルマークに描いてみました。私たちが身につけて
いるリボンは、絹の光沢および、滑らかな手触りと、軽
やかさが特徴です。それをなんとか表わそうと、線と
色合いを工夫してみました。今回、採用していただけ
ることになり、大変光栄です。私の作品が原案になり、
１３０周年記念行事に参加させていただけることをとて
も嬉しく思います。」
　ロゴマークのモチーフになったリボンは、昭和５年以
来受け継がれている東京女学館の白い制服を飾るもの
です。本校の制服である白いセーラー服は、「イギリス
では高貴な人は白を着る」と語ったドロセア．E．トロット
先生の言葉より定められました。小学生は赤いリボン、
中高生は青いリボンが胸元を飾ります。児童・生徒、
卒業生の誇りである制服を連想させるロゴマークは、女
学館に集う私たちの絆を一層深めるとともに、１３０年の
伝統に支えられている女子教育の先進校としての気概
を発信するものと思います。
　母校への愛と誇りをかたどったロゴマークに親しみを
持っていただき、今年度も本校への変わらぬご支援を
賜りますよう、また、まもなく創立１３０周年を迎える本校
の記念募金へのさらなるご理解とご支援をいただきます
ようお願い申し上げ、私のご挨拶といたします。
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小学校長　田中 均
アンネのバラを思う

定予事行

　ついさきごろまで校庭にはチューリップが咲
き誇っていました。今年はチューリップの開花
期間が短く感じられました。それでも開花す
る花々のリレーが季節の移り変わりを彩ってい
ます。今は「アンネのバラ」が美しく咲いてい
ます。運動会がまじかに迫り、子どもたちのリ
レーの練習を「アンネのバラ」が見守っていて

くれています。
　このバラは、自然を愛し、とりわけバラが好きだったアンネ・フラン
クの未来永劫に存在する「形見」として捧げられたバラで、日本へ
は父のオットー・フランクから寄贈された物が広まり、愛と平和のシン
ボルとなっているものです。女学館の「アンネのバラ」は卒業生の
方に寄贈していただいたものだそうです。
　バラには白や黄色、深紅など様々な色彩がありますが、女学館
で咲くバラは単色ではありません。つぼみの時は赤、開花後に黄
金色、サーモンピンク、そして赤へ変色する特徴があって、今は黄
金色とサーモンピンクのグラディエーションがとりわけ美しく咲いていま
す。色を変えながら、咲き継いでいくアンネのバラに、自然の摂理
の中でたくましく生きていく生命力を感じます。
　昨年は戦後７０年。今年は憲法制定７０年ということで、憲法に
ついて考える機会が多くなりました。私たちは「女子教育のリーディ
ングスクール」をスクールアイデンティティとして掲げ、国際社会で活
躍する女性リーダーの育成をめざしています。憲法前文の「国際社
会で名誉ある地位を占めたいと思う」という願いは私たちと無縁で
はありません。７０年の歴史の中で、私たち日本国民が育んできた
ものを考える機会としたいと思います。

7 月 7日（木）	 1・2年生七夕まつり
7 月16日（土）	 １学期終業式
7 月17日（日）〜23日（土）	 プール開放
7 月19日（火）〜22日（金）	 イングリッシュキャンプ（鴨川）
7 月19日（火）〜29日（金）	 海外研修（オーストラリア）
8 月 1日（月）〜 	4日（木）	 軽井沢クラブ合宿1期
8 月 4日（木）〜 	7日（日）	 軽井沢クラブ合宿2期
8 月20日（土）・ 21日（日）	 東京私立学校展（国際フォーラム）

4 月 8日（金）	 1学期始業式
4 月12日（火）	 入学式
4 月20日（水）	 全校健康診断（身体計測）
4 月21日（木）	 全校健康診断（各科検診・視力）
5 月21日（土）	 運動会
5 月25日（水）	 1・2年生なかよし遠足
5 月31日（火）〜 6 月 3日（金）	 4・5年生日光校外学習
6 月19日（日）	 全校日曜参観日・保護者勉強会

平成２7年度 ３学期の行事より

学芸会

卒業式

　平成２７年度の学芸会は、２月２０日、２１
日に行われました。両日とも肌寒さを感じる
天候ではありましたが、東京女学館の講堂
は子どもたちの熱気で満たされ、熱い２日間
となりました。来校者は、のべ２,２００名を
超え、保護者の皆様はもちろん、将来赤いリボンを結びたいと願う方々
の関心も高いことがうかがえました。お箏の演奏で始まる厳かな雰囲気は
いつもと変わらず、聴いている児童をもすてきなレディに変えていました。
各学年の「民話劇」「音楽劇」「創作劇」とバラエティに富んだ作品発表、
クラブや鼓笛発表、幕間のレクリエーション、どれも一生懸命な熱演に心
打たれましたという感想が多かったです。今年も子どもたちの「あっという
間だった。もう少し長く演じたかった。」という笑顔の一言、無言のＶサイ
ンからみんなの達成感を感じることができました。児童の体調管理や学芸
会成功のためにご協力頂いたご家族のみなさまに感謝致します。
　平成２７年度のプログラムを紹介しておきます。

　やわらかな日差しが心地よく感じられるよう
になった３月１８日。７２名の卒業生が、在校
生・保護者の皆様・教職員・来賓の方々に見
守られ、小学校を巣立っていきました。卒
業証書授与式で「はい」としっかり返事をし
て、折り目正しく田中校長先生から証書をい
ただく姿は、とても凛 し々く感動を呼びました。清く美しく澄み切った卒業
生の「仰げば尊し」の歌声・在校生の心のこもった歌声…厳粛さの中にも
温かさがあり、未来への希望に満ちた式となりました。
　また、卒業式終了後、保護者の皆様から心のこもった謝恩会を開い
ていただきました。クイズ大会や卒業生による６年間の思い出の発表に、
笑いと感動の涙あふれるひと時となりました。女学館ファミリーのつながり
の深さを実感できる素敵な会でした。

入学式
　天候にも恵まれた４月１２日、東京女学館小学
校の入学式が行われました。
　この日を待ち望んでいた８０名の顔はとても晴
れやかで、白い制服とともに光り輝いていまし
た。真新しい赤いリボンもおめでとうの赤い胸花も、その喜びに一層鮮や
かさを増して見えるほどでした。付き添う保護者の方々が一歩先を歩く“ほ
やほやの女学館生”を優しく見守る姿も、とても素敵な光景でした。
　講堂での入場は全校のお姉様方の拍手で始まり、「ご入学おめでとう」
の歌声が温かく１年生を包むように響き渡りました。新入生の喜びの最高
潮は、クラスごとに舞台に上がり、担任の先生から名前を呼ばれて元気
よく大きな声で「はい」と返事をして手を挙げる瞬間だったのではないでしょ
うか。教職員・お父様・お母様・在校生のお姉様と、多くの方々の祝福
を受けて、東京女学館小学校での８０名の生活がスタートしました。

スキー教室

書き初め大会

ドッジ
ボール

大会

1  「OKOTO」（お箏クラブ）
2  「青いほし ｣（３年生）
3  「リズムにのって」（バトンクラブ）
4  「シンデレラをお手伝い ｣（１年生）
5  「Beauty and the Beast｣（６年生）

6  「さよならの夏」他（音楽クラブ）
7  「ごんぎつね ｣（４年生）
8  「もしも算数がなかったら ｣（５年生）
9  「おばけの森 ｣（２年生）

10 「鼓笛」（４・５・６年生）

【平成27年度　学芸会プログラム】
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定予事行
5月27日（金）〜30日（月）	 中学中間試験
5月31日（火）	 中学総合学習
6月18日（土）	 オープンスクール（午後）
7月		 2日（土）	 高校期末試験
7月		 4日（月）〜7日（木）	 期末試験
7月13日（水）	 答案返却日
7月19日（火）	 終業式

4月		 7日（木）	 中学始業式、高校始業式・入学式
4月		 8日（金）	 中学入学式
4月27日（水）	 中１・中２遠足、高校球技会
4月28日（木）	 中学球技会、高二・高三遠足
5月		 6日（金）〜		８日（日）	 高一研修旅行
5月		 7日（土）〜10日（火）	 中３沖縄修学旅行
5月26日（木）〜31日（火）	 高校中間試験

　こんにちは。中学校生徒会長を務めさせていただく、前田夏菜です。
　今年度生徒会では、特にバスマナーと食堂マナーに力を入れていき、
執行全員で協力し合い、円滑な行事運営を行いたいと思います。永年
の課題であるバスマナーについては、朝と放課後の乗降整理やキャンペー
ンを実施し、徹底して取り組みます。
　また、食堂マナーについては、昨年度改善されたことや持ち出し禁止
のものを、生徒一人一人が自覚して守れるような方法を模索していきます。
　そして、行事の際には、皆さんが積極的な参加を進めていけるような
運営を目指し力を尽くしていきたいです。
　生徒会の活動には、皆さんの協力が不可欠です。皆さんが女学館生
としてより楽しく充実した学校生活を送られるよう努めて参りますので、一
年間よろしくお願いいたします。

　こんにちは。今年度高等学校生徒会長を務めさせていただくことにな
りました国富優希です。
　２８年度生徒会では昨年に引き続き、挨拶・食堂を含めたマナーの改
善を推進してまいりたいと思います。長年の女学館の課題であるバスマ
ナーに関しては、改めて問題点を生徒一人一人が認識し、生徒のみな
さんの意見も取り入れながら対策を練っていけるよう、努めたいです。また、
「館の本気の３日間」などのキャンペーンをさらに意味のあるものにできるよ
う、代表会議議員との話し合いも大切にしたいと思います。
　生徒会の活動には生徒の皆さんの理解と協力が必要不可欠です。
皆さんに女学館の問題を他人事ではなく自分の問題として捉えていただ
けたらと思います。私たちも、円滑な行事運営、快適な学校生活のた
めに執行委員全員で全力を尽くしてまいりますので、どうぞ一年間よろし
くお願い致します。

　４月８日（金）２５３名の新入生をお迎
えして、中学校入学式が行われました。

　４月２７日、中学２年生は武蔵丘陵森林
公園へ遠足に行きました。森林公園は、広
大な敷地にアカマツ、クヌギなど武蔵野を代
表する木々が生い茂り、北関東の山 を々遠
望できる豊かな自然環境の中にあります。
　入園後すぐに数々のアスレチックで汗をかいた後は、緑濃い園内を散
策し、野鳥の鳴き声や野草の美しさを堪能しました。丈高い葦に囲まれ
た小道を抜けると急に視界が開け、広大な緑の丘陵を背景に、オレンジ
や黄色のポピーが風に揺れる花畑が一面に広がる景色に「わーっ！」とい
う歓声が上がりました。その美しい広場で、お弁当を食べ、クラス毎に鬼
ごっこやボール遊びをしたり、ぽんぽこマウンテン（大きさが１０００m2もある
巨大トランポリン）の上で空高くジャンプしたり、コロコロ転がったり、みん
な夢中になって遊んだ一日でした。帰途のバスは、心地よい疲れで夢見
心地のうちに渋谷に到着しました。

　４月７日（木）２３４名の新入生をお迎え
して、高等学校入学式が行われました。

中学校生徒会長抱負

中学校入学式

中2遠足

中３沖縄修学旅行

　中学３年生は、５月
７日〜１０日の三泊四日
で沖縄修学旅行に
行って参りました。昨
年までの１２月実施から
大幅に実施時期が変
更になったため、４月
から大急ぎで旅行準備
を進めました。写真は
修学旅行初日に糸満
市の平和祈念堂に献納された、折り鶴を用いたレリーフで、昨年度中に
生徒達が作製しました。生徒達は一辺７センチほどの折り紙に対し、自
分なりの平和へのメッセージを込めて熱心に取り組みました。約３，５００羽
に込められた祈りを、現地での平和祈念セレモニーで示し修学旅行の記
憶に留めて参りました。

高等学校生徒会長抱負

高等学校入学式

中1遠足

　中学１年生は、今年も野田市の清水公園
に行ってきました。心配されたお天気でした
が、途中からは陽射しにも恵まれました。今
年はアスレチックの「水上コース」もＯＫとしたと
ころ、希望者は多数。多くの皆さんが、足か
らドボン、胸までドボン、さらには顔まで…とびしょびしょになりました。それで
も満面の笑顔です。着替えもちゃんと用意し、新しくなった更衣室で着替え、
その後は美しい花々に囲まれてしばし安らぎました。ちょうど牡丹や芍薬も美
しく、午後はまさに「花ファンタジア」の世界でしたが、中学１年生にとっては、
体を動かし、友と声をあげて過ごすアスレチックでのひとときが、何よりも楽
しかったようです。食後の自由時間、帰りのバスでも元気いっぱい。そして
翌日の球技会でも疲れなど微塵も見せない元気な１年生でした。

平成28年度　中学校入試結果
●中学校 一般学級	 志願者	 受験者	 合格者	 実質倍率	 入学者

　（１回午前）	２月１日		４科	 １２１	 １０１	 ４７	 ２.１	 ３７

　（２回午後）	２月１日		２科	 ４７３	 ４３９	 ２２０	 ２.０	 ３７

　（３回）　　	２月２日		２科	 ５３８	 ２７６	 １３７	 ２.０	 ４３

　（４回）　　	２月３日		４科	 ３８５	 １３２	 ６０	 ２.２	 ４３

　本校小学校	 	 	 	 	 ５６

●中学校 国際学級

　帰国生　１２月１３日		２科	 ４８	 ４８	 ３４	 １.４	 ８

　一般生　		２月		２日		２科	 ９７	 ６６	 ３２	 ２.１	 １８

　本校小学校	 	 	 	 	 １１
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平成27年度退職者名簿（専任教職員）

所　　　属 氏　　　名

小学校副校長 高柳　信夫

小  学  校 櫻庭真知子

中学校高等学校 浅野井雅晴

中学校高等学校 内田　祥三

中学校高等学校 小野寺麻佑

中学校高等学校 木村　裕子

中学校高等学校 新妻　　晃

大学事務局長 富澤　　誠

大　　学 雨宮　有里

大　　学 医王　秀行

大　　学 石黒　順子

大　　学 加藤　千恵

大　　学 金本佐紀子

大　　学 菊地　克彦

大　　学 小林　愛明

大　　学 ジェームス ロバーソン

大　　学 諏訪　友亮

大　　学 高野　昌行

大　　学 長岡　佐知

大　　学 西　　弥生

大　　学 野呂　純一

大　　学 白　雪　花

大　　学 原田　俊実

大　　学 樋口くみ子

大　　学 符　　儒徳

大　　学 藤谷　浩悦

大　　学 藤原　善美

大　　学 宮嶋　宏行

大　　学 山里　哲史

大　　学 梁　　志鋭

●順不同、敬称は省略いたしました。


